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Ⅰ．　環境経営方針

基本理念

　 　岡崎医療株式会社は、「生きる喜びに満ちた、たくさんの笑顔に出会うために」、地域と共に、医療・福祉・介護・健康

分野での事業活動を通して、環境問題に正面から積極的に取組んでいきます。

　全社を挙げてその取組みを継続して実行することで、地域社会に貢献する 企業を目指します。

基本方針

　１．　環境経営システムの運用

　　　　　環境活動を通し、地域社会への貢献と地球環境の保護に取組むために、環境目標を定め、環境経営システムを

　　　　効果的に運用し継続的な改善を図っていきます。

　２．　資源、エネルギーの効率的な使用と二酸化炭素排出量の低減

　　（１）　事業活動を通して発生する環境負荷を低減するよう各種取組みを実施します。

　　　　　　 ・　電気使用量、化石燃料使用量、水使用量の把握と低減

　　　　 　　・　廃棄物の排出抑制とリサイクル処理

  　　 　　　・　エコドライブ、ノーカーデー、グリーン購入、植樹等の活動推進

　　（２）　環境に配慮した商品・サービスの提供を実施します。

　　　 　　　・　お客様の環境負荷低減に貢献

　３．　環境関連法規等の遵守

　　　　　環境に関する法令・規則の内容を正しく理解し、その遵守に努めます。

　４．　環境経営方針及び環境経営システムの周知と公開

　　　　　環境経営方針及び環境経営システムを全社員が理解し、環境への意識向上が図れるように教育・啓発活

　　　　動を行うとともに、働きやすい環境の整備を行います。そして、この活動を広く社外にも公開し地域社会に貢献

　　　　します。

平成31年1月1日

岡崎医療株式会社

代表取締役　齋藤　嘉廣
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Ⅱ.　　事業概要

　本社

　山形営業所

（１）　資 本 金 20,000千円

（２）　売 上 高　　 4,866,983千円

（３）　従業員数 93名

（１）　医療機器・器械および周辺機器全般の販売

（２）　医薬品・衛生材料・医療用消耗品の販売

（３）　病院・医院設備器械一式（プランニング・設計・メンテナンス）

（４）　医療情報関連機器販売（システムプランニング）

（５）　病院・医院開設コンサルテーション

（６）　福祉用具貸与事業

（７）　動物用医療機器販売

（８）　ホルター心電図解析

（９）　調剤薬局

（１０）　生活支援サービス

023-623-0546

0235-22-0106　〒997-0057　鶴岡市安丹字村上4-10

023-624-1123

023-624-6861

023-642-1200

023-647-8726

023-646-8820

　〒990-0042　山形市七日町五丁目12-13

　城西調剤薬局

　七日町調剤薬局

　〒990-0813　山形市桧町三丁目7-31 023-616-4000　ひのき町調剤薬局

３．　事業所所在地

023-623-0537

　〒990-0062　山形市鈴川町三丁目8-5

　〒990-2484　山形市篭田一丁目14-28

　〒990-0832　山形市城西町五丁目29-24

　〒990-0025　山形市あこや町三丁目4-3

１．　事業者名

２．　代表者名

４．　事業規模

　岡崎医療株式会社

　代表取締役　齋藤 嘉廣

　鶴岡営業所

　医学部前調剤薬局

　鈴川調剤薬局

　かごた調剤薬局

　〒990-2331　山形市飯田西四丁目5-35

５．　事業内容
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Ⅲ．　対象範囲等

Ⅳ．　実施体制

環境管理責任者（國井取締役）

各部所　1～6名

事務局（兼務　環境管理推進委員）

人事総務部員

薬剤部員

　0003346

環境管理推進委員

山 形 営 業 所

業 務 部

生 活 支 援 事 業 部

鶴 岡 営 業 所

薬 剤 部

山形営業所員 業務部員 生活支援事業部員

総　務（齋藤取締役）

鶴岡営業所員

代表者（社長）

２．　認証番号

１．　対象範囲 　当社全事業所

３．　環境管理責任者 　取締役　國井　多
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Ⅴ．　環境経営目標（中期計画期間令和4年1月～令和6年12月）

１．　二酸化炭素排出量等

　　　　事業活動をとおして排出するＣＯ₂総量を削減する。

　　 本社以外の事業所の空調、照明等の電気使用によるＣＯ₂排出量が多いが、電力使用量を抑制するには限界がある。

　　 また、自動車燃料消費によるＣＯ₂排出量が当社の総ＣＯ₂排出量の大部分を占めている。

　　 令和2年4月にひのき町調剤薬局が開局し、また新型コロナウイルス感染症の影響があった期間を考慮して、本活動期間は

　　 令和2年～3年の実績をもとに目標を設定する。

２．　廃棄物排出量

　　　　年により廃棄物が多量となる場合があるため、令和2年～3年の排出量平均値を維持する。

３．　水道使用量

 　　　 令和2年～3年実績平均の維持。

４．　グリーン購入

　　　　令和3年実績（72％）の維持。

５．　サービスに関する環境配慮

 　　　 粗利原単位（年間ガソリン・軽油使用量÷営業部粗利益）を令和3年実績（Ｌ＝196.49）を基準に年0.5％ずつ減少させる。

６．　環境保全、社会貢献への取組み

　　  　取組回数を年4回以上とする。

   　（当社は医薬品の販売のみで化学物質についてはＰＲＴＲ制度対象物質は取扱っていない。）

電力使用量（kwh）

灯油（ℓ）

ＬＰＧ（㎏）

ＣＯ₂（㎏-CO₂） 

ガソリン（km/ℓ）

軽油（km/ℓ）

産業廃棄物（㎏）

水道使用量（㎥）

グリーン購入

粗利原単位

＊　排出係数は次のとおり。

　電力（東北電力）：0.488　　灯油：2.49　　ＬＰＧ：3.00

50,872

4,682

503

11.15

8.74

1,076

燃費・鶴岡

52,427 51,909

503

燃費・山形

16.19

消費量

9.34 9.48

51,390

11.32

3,228

Ｌ＝196.49 Ｌ＝194.53 Ｌ＝193.56

72%

503

消費量 消費量 廃棄物排出量 消費量 廃棄物排出量

9.43 8.70

廃棄物排出量

503

4,682

廃棄物排出量

72%

149,34137,663

11,168

令和6年目標

16.43

2,778

10,919

2,928

燃費・鶴岡

37,419

4,435

CO₂排出量

37,175

消費量

燃費・山形 燃費・山形

16.35

4,385

926

150,341

976

燃費・鶴岡

149,841

令和4年目標

消費量

11,292

令和5年目標

4,485

CO₂排出量 CO₂排出量

11,043

消費量

4,535

消費量

37,907150,841

CO₂排出量

基準値

1,026

11.21 16.27

8.658.61

燃費・鶴岡

【環境経営目標】

9.39

11.26

Ｌ＝195.51

3,078

72%

4,6824,682

72%

燃費・山形
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Ⅵ．　令和4年環境経営計画

１．　二酸化炭素排出量の削減

　（１）　電力

　　　　①　節電の周知徹底。

　　　　②　空調によらない暑さ、寒さ対策及び工夫。

　　　　③　残業時間の削減。

　（２）　ガソリン・軽油

　　　　①　営業車両ごとの燃費算出と周知。

　　　　②　エコドライブ、ノーカーデーの実施。

　　　　③　車両入替時の低燃費車への積極的な切替。

２．　廃棄物リサイクル率向上

　　　　分別の徹底。

３．　節水

  　　　自動栓、節水装置等の利用が進んでおり、現状維持。

４．　グリーン購入の推進

　　　　令和3年購入率実績（72％）の維持。

５．　自らが生産・販売・提供する製品およびサービスに関する環境配慮

　　　　粗利原単位において令和3年実績（Ｌ＝196.49）から0.5％減少を目指す。

６．　環境保全、社会貢献への取組み

　（１）　清掃ボランティア、エコキャップ回収に継続して取組む。　

　（２）　山形絆の森プロジェクト参加事業『みはらしの丘未来の森』の継続実施。

　（３）　環境法令等知識習得について、継続して取組む。

７．　その他（社会貢献）

　　　　ノーカーデーの設定、マイバッグ使用に継続して取組む。

Ⅶ．　実績と評価

　　力）であった。

○　サーキュレーターを導入し、空調効率上昇を図る一方、猛暑日や極寒日には空調が追い付かな

　　くなることがある。

○　残業削減により、節電及び健康的な労働環境を目指す。

＊　排出係数は次のとおり。

　電力（東北電力）：0.488　　灯油：2.49　　ＬＰＧ：3.00

他 73,758 35,994

合計 150,341 37,663

98.56%

90.74%

91.06%

本社本社 76,583 1,669

令和4年目標

排出量

1,694

達成率
排出量

令和4年実績

126.47%

95.96%

3,078 811 2,434

合計 160,060 41,360

39,666他

10,3044,138

（㎏-CO₂）
消費量

1,026

（㎏-CO₂）

CO₂排出量（㎏-CO₂）

電力使用量（kwh）

灯油（ℓ） 4,485 11,168

51,909

LPG（㎏）

○　電力消費量は全事業所で目標値を上回った。目標値に一番近く抑えられたのは山形（東北電

81,283

54,097

108.39%

78,777

消費量
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○　ガソリン車の燃費は目標達成とならなかった。鶴岡はディーゼル車の燃費が非常に良い。

○　車両の使用状況を鑑みながら、低燃費車の導入を検討する。

○　一般廃棄物、産業廃棄物ともに、再生利用可能な廃棄物の量が少ない。

○　最終処分となる廃棄物（廃プラ）の量が多い。全事業所で毎月廃棄されている。

○　水道使用量は山形、鶴岡共に目標を達成。薬局は目標未達となった。

○　グリーン購入率は低下傾向にある。頻繁に購入する商品のうちグリーン商品でなくなったものが

　あり、回復させるためには商品選択の見直しが必要である。

○　本社と鶴岡で5月、12月に近隣の公園等を清掃した。

○　各薬局では店舗周辺のゴミ拾い、落葉掃き、草取り等を実施。

○　『みはらしの丘未来の森』を9月に下刈りし、10月17日に苗木10本を植樹した。

○　新型コロナウイルス感染症予防措置として、密接、密集回避のため会議室等を開放しており電

　力使用量が増加することはやむを得ない。要は無駄な電気を使わないこと。

○　営業車に電気自動車の使用するのは時期尚早。アイドリングストップ、空気圧チェック等小さな行

　動の積み重ねで燃費を向上させるしかない。

○　廃棄物は減ったがリサイクル率が低下した。改善策を考えなければならない。

廃棄物排出量

95.27%

67.92%

5,220

目

標

山形

軽

油

達

成

率

目

標
9.39

実

績
9.20

達

成

率

鶴岡
目

標
16.27

実

績
11.05

達

成

率

エコキャップ回収

化学物質使用量

粗利原単位

地域環境保全活動

（Ｌ＝195.51）

○　継続して、積極的に取組んでいる。社員の家庭からや、薬局では来店者からの協力も得ている。

　この活動により、社内外でのエコアクションへの関心が高まっていると感じる。

（Ｌ＝166.05）

○　当社では、化学物質についてはＰＲＴＲ制度対象物質は取扱っていない。

燃費

（㎞/ℓ）
97.98%

115.49%

令和4年目標 令和4年実績

消費量

11.21
実

績

廃棄物排出量

56%

8.65 9.99
達

成

率

山形

目

標

97.29%517

消費量

503

72%

産業廃棄物（㎏）

水道使用量（㎥）

4,682

鶴岡

ガ

ソ

リ

ン

達成率

実

績

89.69%

10.68

評価

グリーン購入率（％）

77.78 %
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Ⅷ．　令和5年環境経営計画

（１）　電力、灯油、ＬＰＧ

①　節電の周知徹底。

②　空調によらない暑さ、寒さ対策及び工夫。

１．　二酸化炭素排出量の削減 ③　残業時間の削減。

（２）　ガソリン、軽油

①　営業車両ごとの燃費算出と周知。

②　エコドライブ、ノーカーデーの実施。

③　車両入替時の低燃費車への積極的な切替。

２．　廃棄物リサイクル率向上

３．　節水

４．　グリーン購入

５．　自らが生産・販売・提供する製品

　　　およびサービスに関する環境配慮

（１）　清掃ボランティア、エコキャップ回収の継続実施。

６．　環境保全、社会貢献への取組み （２）　山形絆の森プロジェクト『みはらしの丘未来の森』整備活動の継続。

（３）　環境法令等の知識習得のための社内への情報提供。

Ⅸ．　環境関連法規の遵守状況および訴訟状況

１．　当社が遵守すべき主な法規等およびその状況

　保管基準、委託基準、マニフェストの発行・管理・保管・報告

　届出、管理

　設置、使用環境の維持保全、漏えい時の措置、点検・整備の記録作成、保存

　紛失・流出の防止、表示、事故等の届出

　整備、水質保全、汚水流出防止

　再資源化の促進、引渡し

２．　違反、訴訟等

　　　　関係当局からの違反等の指摘および第三者からの訴訟等は過去5年ありません。

　分別の徹底。
　　（令和2～3年の排出量平均値を維持）

（４）　毒物及び劇物取締法

（２）　消防法

（１）　廃棄物処理法

法規等の名称 遵守状況

遵守

遵守

遵守

　自動栓、節水装置等の利用が進んでおり、現状を維持する。

　購入率72％。

　粗利原単位令和3年実績（Ｌ＝196.49）の1％減少（Ｌ＝194.53）。

　　（令和3年実績を維持）

（３）　フロン排出抑制法 遵守

（５）　水道法 遵守

（６）　自動車リサイクル法 遵守

　　（令和2～3年実績平均値を維持）
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Ⅹ．　代表者による全体の評価と見直し

１．　各種エネルギーの使用量削減は限界にきている。取組項目ごとに削減の余地のあるないを見きわめて、また各事業の状況をみて、各事

　　　業所ごとの目標を設定した。電力消費により発生するＣＯ₂削減には、無駄な電気を使わない、時間外勤務も計画性を持たせる等の

　　　ほか、再生可能エネルギーによる電力の利用を推進する。

２．　産業廃棄物のうち、最終処分となるごみ（主に廃プラスチック）は全事業所で目標を上回った。ごみの分別が不十分なことがあるため、

　　　分別法について社内で定期的に周知する等、社員がごみ分別を正しくできるようにする工夫が必要である。

３．　社内回覧電子化、改善提案制度導入により、社員が意見、提案しやすくなり、その内容を知りやすくなった。サーキュレーター設置、機

　　　密文書溶解処分は社員からの提案書によるものである。

４．　電力料金等社会インフラに関する料金値上げの影響が懸念される。
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ゴミ分別への取組み

倉庫内ゴミ分別袋 事務室内ゴミ分別ボックス

事務室内ゴミ分別ボックス

環境負荷軽減への取組み

エコドライブ実施促進ポスター

水道自動栓 事務室内LED照明
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環境保全、社会貢献への取組み

『みはらしの丘未来の森』（「やまがた絆の森」プロジェクト）

下刈り・苗木補植作業・環境学習

山形（本社近隣公園の清掃）
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